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A－113申･ 高まで子の栄養状態と喰志識

　　　　大幸ず火家政前川鴬子　〇八倉を和子対lB輝子吹野冴子伊藤令子

　　　　　　　　　　複本炎代子森,岡加代竹旧由芙子

　目的私仁ちはい5年聞にわ配ﾉ青年期ダ子の栄養摂取状況，生活時間誘女りどについ

て研呪調女色実施して訂二。tの舷果青年齢輿i前, ヤi わ6 恋暦刹の食生活に問題が

あるのではい）ヵ｀と考ん, 今回は中孝信と高放生について以下の調査色哭施した。

　方法　(I)　調査対象:本学附属中・高生々子5-67ゐ，C2)　調査時期：昭和53年S - ら月

り漣純ろ日間。（3）調査項目：①食物摂取量調凍ﾆ。②健康および々生治の乖識図M］プ‘るア

ンケート調査。㈲調査方法：事前に説明会を設呪侑定の用紙を配布し'fl'置記入とし鳥

　結果調査察の回収帯は佑Xで，今回は年齢別に/|イリ腎F為抽出で二回名を標本としμ。

1.健康:R中学生( IZ～･4歳）のや均身長と予均体重の弧勁な化i叩，高波生( /ぎ

りl歳）/S-Z/an゛ F防啄であ'),全li予均けヒベて平学生r,身長はやや低く. 高波%.は体

重ヵ抑坤少rj I)，②　健康状粘り快調'Jもりs7ズノT調'■J もの10 % でヽ吻リ,とくに痢気＆

しているものがムげ，非常に疲帆5 などの蒼机を訴んるものめ7ぶある。⑤　運勅乞毎

1∃t るも引まZ‰Ml ～え回26X,しい）も<r>Zi-ズフあi>。z. 食物摂取量：平均栄養

摂m量ホ中学生, エ茅ルぞ一l786Cd, 瓦ん配
かで･もβ歳の摂取工刹レターぶ他の年齢口ヒベて拾山す子の年齢別所早重口ヒベて脂肪

とじアミンc の擾双は高く，カルシウム・毅の摂取は低い。摂取食品は魚より肉ぶ多く，

緑黄色野菜よソ渋色野菜のがヵ侈い，5。孝意ヽ識：健康を牙I ヒ万§ものが硲ズある。レ

かし, 栄養旧節じのないも引おりぶ口

I ti いのよ') , が^ﾉ吃わと力んるものが匁）。




